
今号の主な記事
・市職員募集…２面
・武蔵引田駅北口土地区画整理事業…２面
・オリジナル婚姻届と婚姻手続き早わかり
　ＢＯＯＫを配布します…８面
・７月の休日・準夜診療医療機関…８面

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは市長公室にお問い合わせください。
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テーマ : kaikan!

7/21 映像市’18（ミニスクリーン）

あきる野映画祭（メインスクリーン）
会場 五日市会館（五日市出張所隣）
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7/29

第34回

テーマ : kaikan!

7/21 映像市’18（ミニスクリーン）

子どもからお年寄りまで、この映画祭で新しい自分を見つけてみませんか？
それはきっと、か・い・か・ん！　ヤミつきになること間違いなし。

～西多摩地域ゆかりの作品の上映&トーク～
セーラー服と機関銃

お早よう

ハローグッバイ

セーラー服と機関銃

お早よう
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会場 まほろばホール
　　　　　　（五日市出張所3階）
会場 まほろばホール
　　　　　　（五日市出張所3階）

12:30～
　17:00
12:30～
　17:00

あきる野映画祭（メインスクリーン）
会場 五日市会館（五日市出張所隣）

あきる野映画祭は、1985年に五日市映画祭としてはじめられた、
日本でも有数の歴史を持つ映画祭です。地元の人たちの手で作ら
れている映画祭に足を運んでみませんか。

今年デビュー40周年、薬師丸ひろ子さん出演映画の特集で
す。女子高生から大人の女性、母、はたまた異世界の人な
ど、様々な役柄を演じてきた女優の軌跡をご覧ください。

土

土

7/27 【薬師丸ひろ子特集】
金

戦前から今日まで時代を映してきた“家族”の映画セレク
ション。人生について考えさせられる作品を揃えました。
弁士の澤登翠さんによる活弁付き無声映画上映も行います。

7/28 【時代を映す“家族”】

日 大杉漣さんの追悼作品と斎藤耕一賞受賞作品を上映し、子
どもとお年寄りを繋ぐ映画をその前後に組み合わせまし
た。今年のテーマを象徴した１日です。

※ゲスト登壇など最新の情報につい
　ては、あきる野映画祭公式ホーム
　ページをご覧ください。こちらの
　コードからアクセスできます。

7/29 【kaikan!】

メインスクリーンのプログラムの詳細は、２面をご覧ください。
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